（様式Ｈ）
独自に実施した事業（コンサルティングや検証）の内容・結果等
実施した事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	1. 実施した事業の内容
ア．（取組）の具体的な内容
※数値を交えて、定量的な検証結果等を記載してください。
イ．実施場所（所在地）

ウ．ターゲットとする顧客・地域（商圏）

エ．競合する企業・地域

オ．対象となる市場の状況

カ．事業実施の時期


	2. 実施した事業の特徴


	3. 実施した事業の効果

3-1導入コンサルティングや事前検証による効果
3-2実際に技術導入（システム構築や設備導入等）した際の労働生産性への影響
※(記載例：○○の仕組み導入により、労働者数はそのままに生産量を増加させることができ、利益増加・労働生産性向上が見込める。〇〇導入でサービス改善による付加価値向上を行い、一人当たりの給料をアップし、労働生産性向上を図る。)
※「労働生産性」とは、「付加価値額（営業利益＋人件費＋減価償却費）」を「労働投入量（労働者数又は総就業時間）」で除した値とし、「労働生産性向上」とは、業務改善、業務改革、製品・サービスの開発等による「付加価値向上」や「労働投入量の削減」等で、労働生産性の値が向上することをいう。


	4. 効果を上げるための取組内容（本導入コンサルティングや事前検証の後、事業効果を上げるために行った取組について具体的に記載して下さい。）



※記入欄は幅等適宜調整してご記入下さい。
３．経費明細表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	経費区分
	事業に要する経費の内訳（名称及び単価×数量等。また対応する見積書について記載。）
※消費税抜き金額
	左記内訳の合計
	事業に要する経費

(左記合計×1.1)

※消費税込み金額

	(A)外注費・手数料・報酬費
	①
②
③
④
	
	

	(B)機器・システム等購入費
	①
②

③
④
	
	

	(C)賃借料・使用料・利用料
	①
②

③
④
	
	

	(D)原材料費
	①
②

③
④
	
	

	(E)運搬費
	①
②

③
④
	
	

	（１）合　計
	
	


４．添付書類
〇その他補足資料
事業実施（コンサルティングや検証）の内容・結果等を示したもの
（写真や検証結果等の各種数値・データ等）
（※事業名の記載例：〇〇導入に伴うコンサルティングの発注、△△構築に向けた事前検証）








